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明 (causal inference and explanations)」、第三
部「解釈 (interpretation)」、第四部「合理性
と選択 (rationality and choice)」、第五部「方
法 論 的 個 人 主 義  (methodological 
individualism)」、第六部「規範、慣習、制度 






























しかしNagel (1961); The value-oriented bias 














これに対して Hacking(1995) の The 






















るのは、Hempel (1942)の The function of 







る。これに対して Woodward (2000); 






















































う。また Harsanyi, (1977); Advances in the 
foundation of rational behavior（第四部）は合
理的意思決定理論の歴史的・論理的発展の
簡潔かつ明晰な見取り図を与えてくれる。
アドルノらの批判理論や、ミルやヒューム
といった社会哲学の古典に対する注目がほ
ぼ無いことを不満とする向きもあるかもし
れないが、この点はそれらを中心に扱った
類書が既にいくつもあるという理由から、
本書では意図的に外されているに過ぎない。 
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